
　背景：身体運動は転倒リスクを減少し，骨強度を増
加させることで骨折危険率を低下させるとされてい

る．全身振動（WBV）は骨密度（BMD）に対し positive な

影響をもたらし，転倒に関連する神経筋の要素を改善

することが認められている．“Erlangen Longitudinal 

Vibration Study”（ELVIS）において，WBV は多目的運動

が骨密度（BMD）および転倒に与える影響を高めるか

否かを調査した．

　方法：151 名の閉経後女性（平均年齢 68.5 歳）を対

象とし，無作為に運動群（TG），WBV を含む運動群

（TGV），コントロール群（CG）に分けた．TG 群は 20 

分間のエアロビックダンス，5 分間のバランストレー

ニング，20 分間の機能体操，振動台上（振動なし）での 

15 分間の下肢筋力トレーニングからなる運動プログ

ラムを週 2 回実施した．TGV 群も同一の運動プログラ

ムを実施し，下肢筋力トレーニングは WBV を受けな

がら行った（計 6 分間／回）．振動刺激は 25 Hz から開

始し，3 か月後に 30 Hz，6 か月後には 35 Hz に増加さ

せた．運動強度は 6 か月ごとに見直した．CG 群は 10 

週間実施－10 週間休息サイクルで低負荷の健康プログ

ラムを実施した．BMD は研究開始時と終了時に大腿

骨近位部と腰椎を dual energy X－lay absorption（DXA）

にて測定した．転倒はカレンダー法で記録した．

　結果：18 か月後，腰椎 BMD は両運動群で増加し

（TGV：＋1.5％，TG：＋2.1％），TG 群と CG 群との

間で増加量（1.7％差）に有意差が認められた．大腿骨近

位部 BMD には変化は認められなかった．転倒頻度は 

CG 群（1.5 回／人）群に比して TGV 群（0.7／人）は有意

に低値であったが，TG 群（0.96 回／人）とCG 群との間

には有意な差はなかった．

　結論：多目的運動プログラムは腰椎 BMD 増加に対

しては単独でも効果的であった．振動刺激は骨への効

果を高めることはなかった．しかし，転倒頻度は WBV 

を含む運動により有意に減少した． 

　背景と目的：心的に運動をイメージした際には，実
際の行動の基盤となる認知システムと共通の神経メカ

ニズムが働く．また，行動は動きにおける痛みを含ん

だ予期された感覚情報に影響を受ける．これらのこと

を考慮すると，運動イメージは痛みを機能的に変調さ

せる有用な方法になるかもしれない．本研究は，運動

イメージ課題に用いられる心的回転（メンタルロー

テーション）を使用した手の左右認知課題が，肩や腕に

関連した痛みを有する対象者に対して，評価として用

いることができるか調査したものである．

　方法：慢性的な筋骨格系や神経根障害によって，腕
や肩関節に痛みを有している 19 名の患者（以下，対象

群：片側に痛み 10 名，両側に痛み 9 名），腕や肩以外

の身体部位に慢性痛を有する 24 名の対象者（疼痛コ

ントロール群），そして 41 名の健常者（コントロール

群）が研究に参加した．これらの参加者は，コンピュー

タの画面上に映し出される様々な関節角度を示したヒ

トの手を観察し，その手が右手か左手か即座に判断し，

できるだけ早く，かつ正確にボタン（右手の場合は右ボ

タン，左手の場合は左ボタン）を押すよう求められた．

パラメータには，手の画像が提示されてから，ボタン

を押すまでの反応時間が用いられた．

　結果：コントロール群および疼痛コントロール群に
比べ対象群では，より回転角度が大きい手の提示の際

に有意に反応時間が延長した．また，対象群のみ反応

時間の遅延と運動時痛の重症度スコアに有意な相関が

認められた．一方，運動時痛以外の特定されない痛み

と反応時間の間には有意な相関が認められなかった．

　結論：手の左右認知課題は，慢性的な肩や腕に限局
した運動時痛を呈する患者の評価を補完する新たな指

標になるかもしれない． 
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　目的：理学療法課程に通い学業に従事することは，
様々な経験をもたらしてくれる一方で，ときにストレ

スの原因となり，健全な精神生活や勉学にマイナスの

インパクトを与えることがある．本研究では，理学療

法の学生間における精神症状の広まり，ストレス要因

と彼らの福利の関係性について検討した．

　方法：精神症状について明らかにするためには 

GHQ－12 を用い，ストレス要因の調査のためには 

USOS を採用した．これには，経済的，個人的，学業

的なものに分類される計 18 項目の質問が含まれてい

る．結果分析には単変量，および多変量検定を行った．

　結果：アンケート用紙は 125 名の学生に配布され，

83％という高い返答率を得た．ストレス要因として経

済的，個人的，学業的なものの間に重要な差異はなかっ

た．一方で，履修のために要求される時間にストレス

を感じている学生がいることが明らかとなった．また，

学年間において精神症状に明らかな差異は認められな

かったが，27％の回答に精神症状の可能性を示す内容

がみつけられた．これは，一般における比率よりも高

い．また，回帰分析の結果からは，学問的（β＝0.31，

P＜0.001），および個人的（β＝0.50，P＜0.001）なスト

レス原因は重要な係数であり，48％の差異はアルバイ

トと学問をうまくやりくりした後の精神症状を説明し

ていることが分かった．下位項目の中で特に重要なも

のは，ストレスのたまるできごと（β＝0.24，P＜0.004）

や，気分（β＝0.43，P＜0.001），全体的なストレスレベ

ル（β＝0.35，P＜0.001）であった．

　考察：今回の調査を通して，理学療法士を目指す学
生間には，見過ごすことのできない脆弱性があること

が分かった．彼らにとって学業や個人的なできごとは

重大な関心事であるが，個人的なストレスや気分をコ

ントロールしていくことは困難な一方で，学業的なス

トレスについてはカリキュラムをやりくりするなどし

て何とか克服できていることが分かった． 

　背景：85 歳以上の男性の自殺リスクが人口ベース

の調査結果を上回るという事実は，最も大きな問題の

ひとつである．55 歳以上の成人の約 20％は，抑うつ

や不安などの臨床的な精神障害を経験している．高齢

者において身体機能変化に付随するメンタルヘルスの

問題はしばしば発見されず，治療されないままとなる．

高齢期を通じたメンタルヘルスの増進，その理解と評

価は重要な課題であり，高齢者，特に超高齢者の日々

のメンタルヘルス機能維持に意識を向けることには，

大きな意義がある．

　目的：本研究では，超高齢者の抑うつが認知やパー
ソナリティと関連するかを検討した．

　対象：Georgia Centenarian Study の最新データの一

部を対象とした．375 人のうち最終的に選出した対象

は，80 代群 76 人（平均年齢 84.25 歳，標準偏差 2.82，

範囲 81～90 歳），百歳前後（百歳群）が 158 人（平均 

99.82 歳，標準偏差 1.72，範囲 98～109 歳）であった．

　方法：80 代群と百歳群における抑うつを被説明変

数とし，説明変数との関連を階層的回帰分析で解析し

た．説明変数には，人口統計（年齢層，居住形態，性

別，および民族），身体機能，記憶，問題解決能力，

およびパーソナリティ（外向性と神経質）とした．

　結果：当てはまるモデルは 80 代群と百歳群でそれ

ぞれ違った．80 代群は，38％がステップ 2（認知）で説

明可能という結果が得られ，問題解決能力の減少と抑

うつが大いに関連した．百歳群は，27％がステップ 1

（人口統計と身体機能）とステップ 3（パーソナリティ）

で説明可能という結果が得られ，居住形態（ナーシング

やパーソナルケアホームに居住）と神経質の増加が，抑

うつと大いに関連した．

　結論：本研究は，高齢期にメンタルヘルスに影響を
及ぼす様々な因子を測定することで，80 代群と百歳群

それぞれに特有の背景と様々な経験を考慮する必要性

があることを示唆した．
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